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第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2024年8月期第2四半期累計期間（2023年9月1日～2024年2月29日）の業績予想について、2023年10月

13日に公表しました業績予想数値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 また、2024年8月期通期（2023年9月1日～2024年8月31日）の業績予想について、最近の業績の動向

等を踏まえ、修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年 8 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値と実績値の差異 

（2023 年 9 月１日～2024 年 2 月 29 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,600 870 820 600 69.90 

実績値（Ｂ） 4,784 359 338 164 19.24 

増減額（Ｂ－Ａ） △816 △511 △482 △436  

増減率（％） △14.6 △58.7 △58.8 △72.7  

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（2023 年 8 月期第 2四半期） 
5,867 939 810 593 69.14 

 

２．2024 年 8 月期通期連結業績予想数値の修正 

（2023 年 9 月１日～2024 年 8 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 12,800 2,430 2,330 1,700 198.06 

今回修正予想（Ｂ） 10,800 1,100 1,000 690 80.62 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 △1,330 △1,330 △1,010  

増減率（％） △15.6 △54.7 △57.1 △59.4  

（ご参考）前期実績 

（2023 年 8 月期） 
12,498 2,247 2,293 1,678 195.66 

 



 

３．差異発生等の理由 

（１）第 2 四半期累計期間 

 半導体・液晶関連事業におきまして、半導体需要減少の在庫調整及び中国に対する先端半導体

関連装置等に対する輸出規制の影響により、半導体業界の設備投資は低調に推移しました。 

 売上面は、半導体業界全体の設備投資抑制による顧客からの製品出荷の延期要請等を受けて、

売上高は当初予想を下回りました。 

 利益面は、売上高の減少及び資源・エネルギー価格の高騰によるコスト面の上昇、生産稼働率

の低迷により売上総利益が減少したため、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期

純利益は、当初予想を下回りました。 

 詳細につきましては、本日（2024 年 4 月 12 日）公表いたしました「2024 年 8 月期第 2 四半期

決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 

（２）通期 

 半導体・液晶関連事業におきまして、当初計画時には半導体市場が 2024 年の年初から緩やかに

回復すると予測されておりましたが、現時点において半導体市場の回復時期が 2024 年の後半と見

直されており、当社グループを取り巻く環境も依然として厳しい状況で推移しております。 

売上面は、半導体・液晶関連事業において下半期にスマートフォン等のディスプレイ向け成膜

装置メーカー向け売上が新たに予定されているものの、主たる半導体向けの売上見通しは困難な

状況の中、現時点での顧客希望納期をもって見直しております。 

 利益面は、売上高の減少に加え、生産稼働率も当初計画時より低迷することが見込まれること

から、売上総利益が当初計画時から減少するため、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属す

る当期純利益を見直しました。 

 

 上記の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


